
岩手町SDGs未来都市共創プロジェクト

岩手町SDGs未来都市共創プロジェクト
地域を楽しむ、新しい学びと実践のカタチ
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内閣府「SDGs未来都市」の選定について

•内閣府により「SDGs未来都市」として選定

（2020年7月）
「小さな自治体の野心的な挑戦」と高く評価

・リビングラボから構成される連携のプラットフォームが、スマート農
業、森林マネジメントの具体的な取組の基盤となり、企業認証、インパ
クト投資等につながる仕組みが高い水準で検討されていることが高く評
価できる。
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SDGs未来都市でめざす2030年の姿とトリプルボトムライン

岩手町の
持続可能性向上

ブランディング

シビックプライド(※)

SDGs未来都市構想の推進

岩手町の持続可能性を高める上で、町民自らが町の未来にコミットし、または「自分たちが町の未来のためにできることは何か」を自発的に考えてく
れる状態を創出していくことが重要である。その意思の持ち方として「シビックプライド」の醸成を掲げる。このシビックプライドをベースに、町民が誇りに

思う町としてのブランディングと具体的なSDGs未来構想をもって、トリプルボトムラインを設定した。

※シビックプライド = ｢シビック(市民の/都市の)｣には権利と義務を持って活動する主体としての市民性、という意味があることから、｢郷土愛｣という地域に対する愛着の意味だけ
でなく、自分自身が関わることで地域を良くしていこうとする、当事者意識に基づく自負心などを含めた表現の言葉として日本でも認知が進んでいる。

【2030年のあるべき姿】
SDGsの理念・ゴールを道標として、岩手町に関わる全ての人々が主体的に、互いに連携・
協力し合って町の持続可能性を高めていくことに深い喜びと誇りを感じている

SDGs姉妹都市

リビングラボ

※モデル事業対象項目のみ抜粋

商材等リブランディング

※モデル事業対象項目のみ抜粋

消費者への訴求(PR)等
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▶︎作成中

岩手町が目指すＳＤＧｓの将来像
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流出減少
循環
促進

流入
増加

地域内
経済循環

外貨獲得
商圏内需要喚起

「増やす」

「回す」
提供商品やサービスを

開発、同時に
地域内取引を増やすコスト削減

「絞る」

新しい「しごと」× 市場を創る

経済循環の原則を意識して、活性化に取組む

SDGsから生まれる様々な市場機会
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岩手町SDGs未来都市共創プロジェクト
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いわてまち版SDGs認証制度

➢ SDGs宣言認証

➢ 自分たちがSDGsに取り組む
ことを宣言すればもらえる

➢ SDGs事業認証

➢ 事業者の提供する各商材・サー
ビスについて、別途岩手町が定め

るSDGs基準を満たしたものに対し
SDGs認証を付与するもの

➢ SDGs事業者認証

➢ 事業者について、別途岩手町が
定めるSDGs基準を満たした事
業者にSDGs認証を付与するも

の(本認証を得た事業者の提供す
る商材・サービスすべてに

SDGs認証マークを付けること
ができる)

Stage 1 Stage 2 Stage 3

認証
制度
イ

メー
ジ

認証
マーク

●宣言シートへの記入
●宣言認証マーク

●認証申請書への記入
●申請内容の審査
●事業認証マーク

※事業認証マークは階級制

●認証申請書への記入
●申請内容の審査
●事業者認証マーク

※事業認証マークは階級制
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ＳＤＧｓ姉妹都市連携からの繋がり

ＳＤＧｓによる都市間連携
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新幹線駅をハブにしたSDGs自治体連携

【いわて沼宮内駅】
岩手町(SDGs未来都市)

【盛岡駅】
盛岡市

【仙台駅】
仙台市(SDGs未来都市)

【東京駅】
東京都豊島区

(SDGs未来都市)

【大宮駅】
さいたま市

(SDGs未来都市)

東日本連携・創生フォーラム

S
D

G
s

姉
妹
都
市
連
携

文化

スポーツ 経済

スポーツによる
都市部との交流

東日本連携プロジェクト
SDGsTour

国際文化都市豊島区
文化芸術都市さいたま市
アートの町岩手町 【北上川源泉】

岩手町(SDGs未来都市)

盛岡市

【北上川河口】
石巻市(SDGs未来都市)

北上川流域連携プロジェクト
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SDGsTourによる都市部への情報発信・ネットワーク構築

SDGsTour企画展

さいたま市
東日本連携センター

地場産品・食の発信 SDGsによる生産者の取り組み

豊島区豊島区立としまみどりの防災公園
(ファーマーズマーケット)
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SDGs未来都市との連携

東京都豊島区

「SDGs Tour」
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SDGs未来都市との連携

宮城県石巻市
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SDGs未来都市との連携

埼玉県さいたま市
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SDGs姉妹都市による諸外国との連携への挑戦
海外姉妹都市提携テーマと都市候補

フランス

アイルランド

デンマーク
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フランスの農林水産業概況（農林水産省）https://www.maff.go.jp/j/kokusai/pdf/europe/france_gaikyou.pdf

海外姉妹都市との連携プロジェクト【フランス】

EU最大の食料供給基地

環境配慮型の農業

食(日本食)の関心の高さ

豊かな2次加工品

独自の農業政策

東北最大の食料供給基地

耕畜連携による循環型・環境保全型農業

多品目による農業生産基盤

世界へ輸出できる地場産品

2030年 選ばれる岩手町

生産者同士の交流による
ノウハウの交換

お互いの産品の輸出入

食文化での交流

政策、法制度、条例などの
社会的制度の学び合い

いわて町ラボ 子ども食堂 丸の内×岩手町 SDGs Tour 産品販売 いわて町ラボ 農業担い手
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海外姉妹都市との連携プロジェクト【デンマーク】

自ら考える教育

対話を重視する

人口580万人の小さな国

幸福度ランキング１位常連

教育への投資

地域共創人材育成

対話によるまちづくり

人口12,000人の地方都市

まちづくりはひとづくり

2030年 選ばれる岩手町

対話を通した異文化交流による
学び合い

交換留学

大人の学び直し
（リカレント教育・生涯教育）

政策、法制度、条例などの
社会的制度の学び合い

トークフォークダンス 岩手町と僕らの未来開拓プロジェクト（いわぷろ） 企業活動体験プログラム



持続可能な地域の未来を共創する

岩手町リビングラボ（いわて町ラボ）



次代へとつなぐ「３つのカルチャー／アート」の共創

①農業
●野菜総合産地としての高い市
場評価
●耕畜連携による循環型・環境
保全型農業
●スマート農業モデル事業

③健康・スポーツ
●検診方式（保健文化賞）
●先導的な安心生活支援事業
●ホッケーの町としての高い実
績

②森林・ものづくり
●豊かな自然・資源（石材・木
材）
●地産材を活用した都市景観形
成

岩手町の強み
（評価・実績/町民の強い関心・高い参加性）
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中心テーマ 岩手町の魅力・強みが発揮できる３つの分野・フィールド

岩手町リビングラボ（いわて町ラボ）
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農を核とした交流人口・関係人口の拡大と農業の多
様な担い手の育成
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サポーター組織づくり(援農チーム)

農を核とした交流人口・関係人口の拡大と農業の多
様な担い手の育成
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美しい100年の森プロジェクト
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地産材を活用した潤いのある公共空間づくり
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地域の特徴・資源を活かした
多世代型交流食堂モデルの構築
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いわてグルージャ盛岡 サッカーで交流

いわて電力㈱からイベントTシャツを提供いただき交流

JA新いわて女性部岩手支部
の協力により地元産食材に
よるお昼にて昼食会

なかよし×子ども食堂 いわて町×しずくいし町岩手なかよし交流事業
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岩手町まるごと健幸フィールド化プロジェクト
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エネルギー・環境プロジェクト

プラ油化・再資源化・脱炭素化に関する実証実験

プラスチックの
油化・再資源化

食品残渣の循環型食器 森林経営の総合的管理

edish J-クレジット制度の活用など



30

AIカメラ×サイネージ端末による
データ収集・分析実証実験

①産直店舗外（カメラ）

②産直店舗内（サイネージ端末 + カメラ）

コの字型に囲まれた道の駅の区画全体を撮影する
ことができる。

区画には産直店舗、パワー工房店舗、美術館入口
が含まれ、交通案内所・休憩所は含まれない。

店舗の自動ドアを入ってすぐ右の位置の、とても
目に入りやすい形で設置され、入り口からの人の
動きが把握できる。

店舗のゾーニングは、主として左の区画が野菜等
の生鮮食品、右の区画が加工品となっている。
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いわて町ラボ 2022プロジェクト計画

分野 プロジェクト 概要・テーマ

農業人材育成

新規就農者発掘・育成プロジェクト
農業に携わることに興味・関心を持つ地域内外の多様な人材と農家との交流・関係づくりを通じて、
町の農業の多様な担い手を発掘・育成農による交流人口・関係人口の拡大プロ

ジェクト

農業の多様な担い手の育成プロジェクト 農業人材基盤の形成に向けた特定地域づくり事業協同組合の検討

先端農業実証
実験

クール農業プロジェクト
先端技術を活用した実験村づくりで、岩手町を農起業のメッカへ。先端農業の技術研究会を定期的に
開催しながら、廃校を拠点に先端農業の小さな実験村をつくり、半農半Xなどの新しいスタイルで新
規就農に挑戦する人たちと共に“クールな農業”の創出を目指す

森林管理
美しい100年の森プロジェクト

循環型／環境保全型の小規模な林業の体系・森林管理の手法による新しい林業人材の育成及び町民参
加型の森づくり

森林総合経営プロジェクト 森林の特性・諸条件に応じて、森林の生産性を最大化する取り組み（Jクレジットなど）の検討

地産材活用 木使い推進プロジェクト
DIY（Do It Yourself）の「ものづくり」から DIO（Do It Ourselves）の「まちづくり」へ。みんなの
力で中心市街地での“木使い”を推進し、地産材を活用した潤いのある公共空間づくり（中心市街地の
賑わいと安らぎの創出）への取り組み

多世代交流型
こども食堂

地域交流食堂プロジェクト
地産食材・伝統食 × 芸術・スポーツなど、町の特徴・地域資源を活かした様々な多世代交流の場・
機会を増やし、地域ぐるみで取り組む豊かな子育て環境づくりに向けて、地域交流食堂のモデルを構
築

健康づくり
岩手町まるごと健幸フィールド化プロ
ジェクト

健康で持続的な生活スタイルの創造・発信に向けて、農や食、森や川、文化資源などを活かした
ウォーキングコースの開発とウォーキングアプリ、eスポーツなど、ITなどの活用による健康づくり
の促進

地域活性化
レンタサイクル活用プロジェクト

レンタサイクルによる中心市街地の公共交通の補完と中心市街地の活性化等を目的とした、レンタサ
イクル事業の実証実験

移動式屋外販売屋台活用プロジェクト
木使い推進プロジェクトにより作成した移動式屋台をイベント等で活用し、中心市街地を活性化の実
証実験

DX

AIサイネージ実証プロジェクト
町の交流・情報発信拠点となる施設（いわて沼宮内駅、道の駅、フューチャーセンター）などにカメ
ラを内蔵したサイネージ端末を設置し、AIによる人流分析などの実証実験

インターネットラジオ実証プロジェクト
導入した情報発信アプリのインタネットラジオ機能を活用し、普段からスマートフォンアプリに親し
んでもらえる環境づくりと、インターネットラジオによる、町の魅力発信の実証実験



持続可能な地域の未来を共創する

中心市街地の活性化のための景観形成の取り組み
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中核拠点の開発 「岩手町フューチャーセンター」

町に変化を生み出すノード（結節点）としての「いわて町フューチャーセンター」
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「岩手町フューチャーセンター」コンセプト

広場ゾーン

バス停

S=1:300

広場ゾーン

コンシェルジュ

ゾーン

コワーキングゾーン

スタジオ

ゾーン キッチン WC
風呂 風呂

WC キッチン

ユニット

コワーキングスペース

オープンゾーン

作業カウンター

ミーティングブース

コンシェルジュ

WC

倉庫

相互連携

上部庇

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
・
ラ
イ
ン
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「岩手町交流宿泊施設」
モビリタコート岩手



共創のまちづくりにより地域共創人材を育成する

岩手町人材育成事業
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人材育成事業 全体像

SDGs人材の育成へ

地域との連携／
信頼基盤の形成

学びの主体化

小中高/キャリア
をつなぐ仕組み

小学
校

高校

主体を形成される時期は児童・生徒それぞれで違うので、各年代でテーマに基づくプログラムを導入していく。
児童・生徒/時代/地域に合わせたプログラムへと進化させることで、持続可能性を高めていく。

中学
校
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人材育成 各プログラム

•地域×児童・学生

•課外活動、PTA会議等

トークフォーク
ダンス

地域との連携／信頼基盤
の形成

地域ぐるみの子育て支援環境の構築
→顔の見える関係づくり・地域との結びつきの形成

親

議員

役場職員

幼稚園・学校の先生
地域のおじいちゃん

おばあちゃん

地域の企業の社員

町外に通う大学生
ファシリテーター 山口覚氏
・津屋崎ブランチLLP代表
・慶應義塾大学大学院 政策・メディア研究科
特任教授
・2009年から福岡県福津市津屋崎地域に移住し、
対話によるまちづくりを進めている。
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県立沼宮内高等学校と岩手町との連携協定調印式
2022.3.30
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自らの興味関心による疑問等から実践活動のテーマとなる「マイ
プロジェクト（マイプロ）」を主体的に設定し、その検討・実践
を県内外の大学生が伴走支援する。

高校１年生 総合的探究の時間
～マイプロジェクトによる自己実現の支援～



42

高校2年生 総合的探究の時間
～企業活動体験プログラムによる実践活動によ
るキャリア形成・地域との繋がりの構築～

プロジェクト テーマ・実践活動

① 地産品の販売促進プロジェクト テーマ：ふるさと納税の返礼品を題材にした地場産品の発掘・発信、地域での地場産品の販売活動
による地場産品の販路拡大
実践活動：
・町ふるさと納税の紹介チラシ作成
・道の駅野菜セット郵送サービスへチラシの同梱

② 移動式屋台の活用プロジェクト テーマ：地産材による制作した移動式屋台を活用した賑わいの創出・地域活性化
実践活動：
・ブルーベリースムージーの販売（各日100杯）

③ 電動レンタサイクルプロジェクト テーマ：電動レンタサイクルを活用した実証実験および普及促進
実践活動：
・レンタサイクル試乗体験会
・町グルメマップの配布
・④と連携した電動レンタサイクルのデモ充電

④ 廃プラ再資源化・油化プロジェクト テーマ：廃プラスチックの再資源化、リサイクルの検討
実践活動：
・樹皮とプラスチック1:1で作成したカトラリー「coo×dish」クーディッシュ販売（計450個）
・シールデザインの作成
・ペットボトルキャップの回収、油化の実施 60ℓの油生成
・油化デモンストレーション実施

⑤ 地域ラジオ局・開発プロジェクト テーマ：情報発信アプリを活用した地域ラジオ放送局の開設
実践活動
・地域FMにて沼宮内高校オリジナルラジオ番組の運営

⑥ スマートフォン教室（高齢者向け）プロ
ジェクト

テーマ：スマートフォン教室（高齢者向け）の開催を通してIT技術の普及
実践活動：
・スマホ教室の開催（40分×5回×各回3名 計30名）
・Wi-Fiの登録方法について資料作成
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ふるさと納税の仕組みや地域の特産
品をアピールするチラシを作成し来
場者に配布

道の駅から発送される野菜セット内
に同梱し、ふるさと納税の寄付額向
上にもつなげていく。
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11台を整備し、街の賑わい創出を目指す

町の特産品である、ブルーベリーを
広めるため、沼高オリジナルの
「ブルーベリースムージー」を移動
式屋台を活用し販売。

町の新たな名物に！？
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レンタサイクル試乗会を開催！
令和４年５月から無料で
電動レンタサイクルを貸し出し開始
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デザインについて
エコマークを土台にし、杉の木を人間の手で守り繋いで
いくという願いをデザインにこめた。
「coo×dish」（クーディッシュ）という商品名は、CO₂
を削減するという意味やクーという鳥の鳴き声のように
使う人が優しい雰囲気を感じてほしい。

何度も洗って使用することができます！



47

IBCラジオでのインターンシップを通して、オリジナル番組の作成を行う。



48

町中央公民館でスマホ教室を実施、チラシの作成をグループで検討している様子



起業・創業支援や共創によるまちづくりによるシビックプライドの醸成

岩手町起業・創業支援事業
対話によるまちづくり事業



世界一楽しいきっかけづく
りinいわてまち
～小さな起業塾～

志 塾 産業振興事業

対話によるまちづくり 起業・創業支援による産業振興

にぎわいみーてぃんぐ

各地区によるワークショップ 町民主体によるまちづくり
の実践

起業・創業支援
個別メンタリング
ビジネスプラン支援

商品開発・販路開拓支援
ブランディング支援

持続可能な地域みらいの共創プロジェクト
～地域課題の共有から地域・社会解決型プロジェクト～

R4.10.1 ごんぼ市（川口公民館） R4.10.8 はてなウォーキング



51
51

第１回志塾 講義「岩手町で起業する」

第１回志塾 講義「岩手町で起業する」 第3回志塾 表会

志塾

岩手町SDGs未来都市共創プロジェクト
〜起業支援プログラム〜

起業・創業支援プロジェクト

24名の参加 新海氏による講義

ワークショップ 質疑応答

令和３年度の「志塾」


